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｜
ｊ
Ｉ

マ
ー
チ
ャ
ソ
ト
・
パ
ソ
ヵ
ー
は
、
預
金
銀
行
と
と
も
に
、
英
国
の

金
融
市
場
の
中
軸
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
経

営
の
実
態
は
あ
つ
い
秘
密
の
と
ぽ
り
に
つ
つ
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

だ
け
に
ロ
ス
チ
ャ
ィ
ル
ド
ス
ム
プ
ロ
、
モ
ル
ガ
ソ
Ⅱ
グ
レ
ソ
フ
一
一

ル
な
ど
の
名
は
一
献
の
神
秘
性
を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
彼
ら
の
重
要
業
務
の
一
つ
で
あ
る
外
国
償
発
行
が
２
曲

度
の
政
治
性
を
帯
び
、
他
の
重
要
業
務
で
あ
る
引
受
業
務
で
は
顧

客
た
る
商
社
の
内
情
を
外
部
に
も
ら
し
え
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
め
個
々
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
バ
ソ
ヵ
ー
に
つ
い
て
の
社
史

は
き
わ
め
て
少
な
く
、
単
行
本
と
し
て
は
、
私
の
知
っ
て
い
る
か

（
肱
１
）

ぎ
り
で
は
、
わ
ず
か
に
コ
ル
テ
ィ
の
画
く
チ
ャ
イ
ル
ド
の
社
史
、

切
さ
蛍
己
〉
⑩
営
己
］
①
］
陣
６
。
．
〉
吊
一
、
弓
＆
少
。
『
①
口
三
円
の
１
－
－

目
昏
①
⑩
Ｓ
ご
Ｃ
【
団
ご
ヨ
ョ
》
の
冨
己
］
①
］
陣
Ｃ
Ｏ
・
》

ご
ロ
①
Ｈ
、
ぽ
四
国
【
団
四
目
丙
囚
⑰

（
賎
２
）

ハ
ム
プ
ロ
銀
行
の
白
か
ら
出
版
し
た
行
史
、
ア
ソ
ト
ニ
ー
・
ジ
ブ

（
雑
３
）

ズ
・
ア
ン
鍼
ｒ
・
サ
ソ
ズ
の
社
史
、
お
よ
び
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
。
ア
ン
ド
・
カ
ム
パ
ニ
ー
の
出
の
旨
＆

少
言
言
１
日
冨
冨
・
三
・
三
彗
鬘
、
。
：

富
⑥
Ｒ
壼
凹
二
国
四
口
【
円
⑫
が
あ
る
だ
け
で
あ
事
⑨
。

上
記
の
諸
啓
の
う
ち
ハ
ム
プ
陣
銀
行
の
行
史
は
一
鰯
の
広
告
に

す
ぎ
ず
、
資
料
的
価
値
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
コ
ル
テ
ィ

の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
社
史
は
一
八
三
○
年
ま
で
し
か
扱
か
っ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
マ
ー
チ
ャ
ソ
ト
・
パ
ン
カ
ー
が
も
っ
と
も
は

な
や
か
な
活
動
を
示
し
た
十
九
世
紀
後
半
か
ら
第
一
次
大
戦
前
夜

に
か
け
て
の
時
期
に
お
け
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
パ
ン
カ
ー
の
実
態

西

村

二
七
○閑
也



を
う
か
が
う
に
は
、
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ジ
プ
ズ
の
も
の
と
、
プ
ラ
ウ
ウ
ソ
。
ア
ン
ド
・
カ
ム
．
ハ
ー
ー
ー
を
上
記
各
地
に
作
っ
た
。
そ
し
て

ソ
・
シ
プ
レ
ー
の
も
の
し
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。

一
族
中
の
主
要
人
物
が
、
上
記
各
地
の
ブ
ラ
ウ
ン
．
ア
ン
ド
・
力

（
１
）
、
。
『
ご
》
同
ｍ
Ｃ
ｐ
Ｏ
ｍ
の
⑭
：
□
Ｃ
『
シ
具
、
こ
の
、
已
硯
題
目
⑭
⑦
の
ム
パ
ニ
ー
の
．
ハ
ー
ト
ナ
ー
を
兼
任
し
て
、
各
社
間
の
述
絡
調
雛
に

幻
・
昌
切
、
三
戸
］
。
Ｃ
ｌ
届
ｇ

あ
た
っ
て
い
た
。

（
２
）
忌
日
ワ
『
・
の
屡
口
行
留
日
す
『
扇
面
目
六
Ｆ
己
．
》
屋
邑
Ｉ
皀
患
商
社
と
し
て
の
当
社
が
い
か
に
目
ざ
ま
し
い
成
功
を
収
め
た
か

（
３
）
シ
ロ
［
。
ご
Ｑ
ｇ
ｍ
陣
、
。
□
の
Ｐ
ａ
・
》
三
の
『
ｎ
百
口
蕨
ロ
己
国
目
‐
は
次
の
事
実
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
一
八
一
一
一
七
年
の
パ
ー
一

宵
『
閏
凹
冒
一
の
〔
『
の
８
ａ
喜
冨
ｇ
ｌ
ご
詔
（
巳
留
）

ツ
ク
時
に
は
す
で
に
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
ブ
ラ
ウ
ン
．
ア
ン
ド
・

ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
。
ア
ン
ド
・
カ
ム
・
ハ
ニ
ー
は
、
マ
ー
チ
カ
ム
パ
ニ
ー
は
英
国
の
主
要
商
社
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ン

ャ
ソ
ト
・
バ
ン
カ
ー
と
し
て
は
比
較
的
歴
史
の
新
ら
し
い
も
の
で
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
．
ハ
ー
ー
ッ
ク
鎮
静
錐
と
し
て
同
社
に
一
九
五
万
ポ

あ
る
。
当
社
が
ロ
ン
ド
ン
に
店
舗
を
も
う
け
た
の
は
、
よ
う
や
く
ソ
ド
も
の
貸
付
の
約
束
を
し
た
。
一
商
社
に
対
す
る
一
一
百
万
ボ
ン

一
八
六
三
年
の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
以
後
業
務
の
中
心
が
次
第
Ｆ
も
の
貸
付
約
束
は
当
時
に
他
に
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

に
商
業
か
ら
金
融
業
務
に
う
つ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
｛
－
チ
こ
れ
を
み
て
も
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
ブ
ラ
ウ
ン
。
ア
ン
ド
・
カ
ム
パ

ャ
ソ
ト
・
・
ハ
ン
カ
ー
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
比
較
的
新
参
の
も
－
－
１
の
地
位
の
た
か
さ
が
分
る
で
あ
ろ
う
。

の
で
あ
る
が
、
当
社
の
商
社
と
し
て
の
歴
史
は
、
一
八
六
三
年
を
と
こ
ろ
で
興
味
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
一
九
五
万
の
貸
付
約
束
の

は
る
か
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る
。
当
社
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
前
う
ち
一
一
○
万
ポ
ン
ド
は
、
同
初
の
手
形
引
受
伎
務
を
カ
ヴ
ァ
ー

に
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
商
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
ポ
ル
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

テ
ィ
モ
ア
に
移
住
し
た
時
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
最
初
は
英
国
は
当
時
す
で
に
同
社
は
貿
易
金
融
業
務
を
大
規
模
に
い
と
な
ん
で

向
雛
鰐
具
の
、
後
に
は
棉
花
の
輸
出
を
取
扱
っ
て
急
速
に
成
功
し
、
お
り
、
い
わ
ば
半
商
社
Ⅱ
半
金
融
業
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示

ま
も
な
く
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
－
－
１
－
．
ヨ
ー
ク
、
リ
ヴ
ァ
プ
し
て
い
る
。
名
声
の
あ
る
商
社
が
他
社
の
手
形
の
引
受
、
送
金
の

－
ル
に
一
族
を
常
住
さ
せ
て
、
形
式
的
に
は
各
汽
独
立
し
た
ブ
ラ
た
め
の
為
替
手
形
の
発
行
、
振
替
預
金
の
受
入
等
の
業
務
を
は
じ

国
８
ヨ
ロ
・
の
宮
ロ
｝
里
伸
Ｑ
】
・
・
罵
笥
・
丙
置
く
の
ロ
日
ペ
の
自
冨
の
【
・
ｑ
ａ
厚
・
ヨ
ロ
・
の
亘
ｂ
］
の
】
陣
○
・
・
》
三
の
『
・
冨
員
恩
具
；
（
西
村
）
二
七
一

邪
』
鞭
－
０
．
．
１
・
鯉

ｉ
韮

一
戸

眼
印
・
・
砥
抓
跨
僻
癬
叩
叩
‐
．
ｒ
ｒ
ｆ
端
〃
川
Ⅲ
－
Ｌ
ｕ
Ⅲ
价
卍
ト
ー
Ｄ
－
ｍ
昨
形
－

Ｊ・肝坪川Ⅱ糾評



あ
、
漸
次
、
純
粋
な
金
融
機
関
に
移
行
す
る
、
と
い
う
の
は
、
貨

幣
の
発
生
以
後
の
歴
史
の
各
段
階
の
ど
れ
に
も
み
ら
れ
る
一
般
法

則
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
法
則
が
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ

ー
。
ア
ン
ド
・
カ
ム
．
ハ
ー
ー
ー
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
商
会
は
、
当
時
次
の
よ
う
な
形
で
金
融
業

務
を
行
っ
て
い
た
。
｜
ブ
ラ
ウ
ン
商
会
は
、
一
一
コ
ル
ソ
ン
（
一
一
ユ

ー
ォ
リ
ー
ン
ズ
所
在
の
代
理
店
ｌ
引
用
者
）
そ
の
他
の
代
理
店
を
通

じ
て
棉
花
買
付
資
金
を
前
貸
し
し
て
利
子
を
取
立
て
、
信
用
状
付

で
発
行
さ
れ
た
手
形
を
、
船
秋
書
類
と
と
も
に
買
取
り
、
こ
れ
ら

手
形
を
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
、
米
国
の
諾
ブ
ラ
ウ
ン
商
会
宛
手

形
を
支
払
う
た
め
の
送
金
為
替
と
し
て
利
用
し
た
り
、
英
国
の
ブ

ラ
ウ
ン
商
会
あ
て
手
形
を
支
払
う
た
め
の
送
金
為
替
と
し
て
利
用

し
た
り
し
た
。
当
時
一
二
１
．
オ
リ
ー
ン
ズ
か
ら
船
械
さ
れ
棉
花

の
七
五
％
以
上
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
方
式
に
し
た
が
っ
て
リ
ヴ
ァ
プ
ー

ル
及
び
欧
州
の
諸
市
場
に
積
出
さ
れ
て
い
た
。
」
（
本
書
五
三
頁
）
。

一一一

前
節
に
の
べ
た
よ
う
な
半
商
社
Ⅱ
半
金
融
業
者
と
し
て
の
当
社

の
業
態
は
一
九
世
紀
の
六
○
年
代
に
根
本
的
な
変
革
を
こ
う
む
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
変
革
を
ひ
き
お
こ
し
た
も
の
は
電
信
線
網
の

建
設
、
こ
と
に
一
八
六
六
年
に
お
け
る
大
西
洋
海
底
電
線
の
ふ
設

－
Ｊ
冊
加
川
澗
剛
卿
刺
旬
刊
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ⅱ
川
楜
．
Ｉ

に
外
な
ら
な
い
。
海
底
電
線
の
ふ
設
は
当
時
の
商
業
の
構
造
に
革

命
的
な
変
化
を
引
き
お
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
電

信
線
の
ふ
殻
以
前
に
は
、
商
品
の
需
要
と
供
給
の
出
合
い
を
と
る

こ
と
が
き
わ
め
て
む
つ
か
し
く
、
し
た
が
っ
て
生
産
者
と
消
費
者

の
間
に
何
段
階
も
の
商
社
が
介
在
し
、
し
か
も
各
段
階
の
各
商
社

が
多
量
の
商
品
の
在
庫
を
長
期
間
か
か
え
て
い
て
、
購
入
の
申
込

あ
り
次
第
に
手
持
商
品
を
放
出
す
る
、
逆
に
商
品
の
仕
入
れ
は
供

給
者
か
ら
、
一
時
に
、
且
大
通
に
仕
入
れ
る
と
い
う
方
式
を
と
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
イ
ギ
リ

ス
国
内
だ
け
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
一
八
三
八
’
一
八
五
一
一
年
の

間
に
延
長
約
四
○
○
○
マ
イ
ル
の
電
信
線
が
ふ
設
さ
れ
た
こ
と
と

ほ
ぼ
同
じ
期
間
に
国
内
鉄
道
網
が
一
応
の
完
成
を
み
た
こ
と
の
た

め
、
相
当
の
変
化
を
み
せ
た
。
だ
が
国
際
貿
易
に
つ
い
て
は
、
一

八
六
六
年
の
大
西
洋
横
断
海
底
迩
線
の
ふ
設
ま
で
、
商
品
の
供
給

と
需
要
の
出
合
い
を
と
る
こ
と
は
極
度
に
む
つ
か
し
く
、
し
た
が

っ
て
委
託
又
は
自
己
計
算
で
大
鐘
の
商
品
在
庫
を
手
持
ち
す
る
商

社
の
存
在
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
種

の
商
社
の
多
く
あ
つ
ま
っ
た
ロ
ン
ド
ン
は
、
い
わ
ば
世
界
の
商
社

と
し
て
大
模
規
な
仲
継
貿
易
の
ロ
（
『
の
己
。
【
耳
目
の
を
行
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

ｒ
ｊ
ｊ
Ｈ
Ⅱ
ｒ
，
ｒ
』

Ｍ
０
ｊ
０
ｊ
．
Ⅱ
ｒ
Ⅵ
低
〆
Ｍ
Ｍ
０
ｍ
・
‐
－
－
ｒ
》
杓
朧
叩
Ⅶ
叩
咄
Ｊ
・
四
四
．
・
ｒ
ｆ
０

ｌ
Ｉ
Ｉ

一

一

七
二



露￣〒－－￣￣

一
八
六
六
年
九
月
七
日
完
成
し
た
大
西
洋
横
断
海
底
電
線
は
、
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
叉
、
需
要
者
は
い
つ
で
も
、
即
座
に
供
給
者

一
方
で
は
長
距
離
海
底
電
線
網
の
建
設
の
必
然
性
を
示
す
と
と
も
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
原
料
商
品
を
一
度
に
多
量
に

Ｅ
他
方
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
商
業
の
構
造
そ
の
も
の
の
根
底
仕
入
れ
て
お
い
ぞ
、
生
産
過
程
の
円
滑
な
進
行
を
保
障
し
な
け
れ

を
ゆ
す
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
長
距
離
海
底
電
線
は
、
商
品
の
需
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
必
要
か
ら
解
放
さ
れ
、
必
要
の
生
ず
る
ご
と

給
の
出
合
い
を
と
る
こ
と
を
極
度
に
容
易
に
す
る
。
極
端
な
ば
あ
に
当
用
賀
の
方
式
で
原
料
を
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が

い
に
は
、
原
料
商
品
の
生
産
者
と
、
そ
の
消
費
者
で
あ
る
メ
ー
カ
っ
て
一
回
の
取
引
額
は
少
額
化
す
る
傾
向
を
み
せ
、
そ
れ
ゆ
え
に

－
と
が
直
接
取
引
を
し
、
仲
介
商
社
と
中
間
商
業
利
潤
を
一
切
排
手
形
に
よ
る
支
払
い
は
、
現
金
支
払
（
小
切
手
支
払
）
に
よ
っ
て

（
泓
）

除
す
る
こ
と
す
ら
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
不
可
能
な
と
っ
て
代
ら
れ
る
傾
向
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ぱ
あ
い
で
も
、
委
託
又
は
自
己
計
算
で
大
量
の
在
庫
を
か
か
え
、
こ
の
よ
う
な
条
件
の
変
化
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ラ
ウ
ゾ
・

供
給
と
需
要
の
間
に
一
種
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
も
う
け
る
と
い
う
商
シ
プ
レ
ー
。
ア
ン
ド
・
カ
ム
。
ハ
ニ
ー
は
商
業
活
動
を
停
止
し
、
金

社
の
機
能
は
不
要
と
な
る
。
要
求
さ
れ
る
の
は
供
給
と
需
要
を
っ
融
業
務
に
専
ら
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

な
ぐ
と
い
う
才
取
り
の
機
能
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
、
一
八
本
書
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
こ
の
港
（
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
）

七
○
年
代
以
後
商
社
の
地
位
は
ま
す
ま
す
低
下
し
、
一
方
で
は
直
の
一
般
的
な
貿
易
活
動
が
、
こ
の
革
命
的
変
革
（
海
底
電
線
の
ふ

接
取
引
、
中
間
商
業
の
排
除
、
他
方
で
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
よ
る
商
社
彼
に
伴
う
）
に
自
ら
を
適
合
さ
せ
お
わ
る
ま
で
は
、
商
人
社
会
は

の
代
置
と
い
う
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
す
手
い
た
い
打
撃
を
う
け
た
。
と
い
う
の
は
棉
花
そ
の
他
の
商
品
の

べ
て
の
こ
と
の
藁
と
し
て
、
全
世
界
瞳
わ
た
っ
て
資
本
の
回
鱸
委
託
販
売
１
８
員
口
…
“
Ｉ
が
臆
と
ん
ど
消
滅
し
た
ば

時
間
は
大
巾
に
短
縮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
再
生
産
過
程
の
か
り
で
な
く
、
以
前
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
商
人
の
手
を
経
由
し
て
輪

順
調
な
進
行
を
保
障
す
る
た
め
に
社
会
的
に
必
要
な
在
庫
の
量
が
出
さ
れ
て
い
た
輸
出
用
工
業
製
品
が
、
製
造
業
者
に
よ
っ
て
直
接

減
少
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
在
庫
商
品
の
保
管
、
維
持
に
必
要
な
諾
購
入
者
に
、
船
積
手
形
つ
き
で
送
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

餐
用
は
減
少
し
、
そ
の
限
り
価
格
水
準
の
下
落
を
も
た
ら
し
た
わ
め
、
こ
の
種
の
輸
出
業
務
も
大
巾
に
失
な
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

、
杙
・
看
口
》
⑩
暮
一
星
伜
９
．
・
国
腎
・
［
Ｅ
ｑ
の
昌
胃
の
曰
豈
の
い
、
【
・
昌
○
【
■
『
・
邑
口
『
ｍ
亘
で
］
里
伸
○
・
・
》
富
の
§
自
ら
目
戸
：
（
西
村
）
一
一
七
一
一
一

蕊
鶴
蕊
〉
騨
騨
》
擢
瀞

鋳
撰
舞
騨

げ
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か
つ
て
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
ほ
こ
り
で
あ
っ
た
古
い
商
社
が
回
ま

も
な
く
消
え
う
せ
た
。
こ
れ
ら
商
社
は
、
性
格
を
全
く
か
え
て
上

記
の
よ
う
な
変
革
に
対
応
す
る
か
、
又
は
（
非
常
に
し
ば
ノ
ー
生
じ

た
こ
と
で
あ
る
が
）
閉
店
す
る
外
な
か
っ
た
。
」
（
本
書
九
五
頁
）

ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
．
ア
ン
ド
・
カ
ム
．
ハ
ニ
ー
は
性
格
を
か

え
、
半
商
社
Ⅱ
半
金
融
業
者
か
ら
、
純
粋
な
金
融
業
者
に
な
る
途

を
え
ら
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
純
粋
な
金
融
業
者
へ
の
娠
身

は
、
本
処
の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
か
ら
ロ
ソ
ド
ソ
ヘ
の
移
転
を
必
然
的

’
な
も
の
と
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
の
ロ
ン
ド
ン
へ
の
進
出

は
一
八
六
三
年
に
行
な
わ
れ
、
一
八
八
八
年
に
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル

の
店
舗
が
つ
い
に
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ち
な
み
に
、
海
底
遮
線
の
ふ
設
収
引
力
法
の
変
化
と
い
う
事
情

の
結
果
と
し
て
商
社
か
ら
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
薄
ハ
ン
ヵ
ー
に
幟
身
し

た
も
の
は
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
に
か
ぎ
ら
れ
な
い
。
ア
ソ
ト
ー
ー

ー
・
ジ
プ
ズ
・
ア
ン
ト
・
サ
ン
ズ
レ
ロ
８
口
】
の
ぎ
す
の
陣
の
○
口
の
》

㈲
己
・
も
ま
っ
た
く
お
な
じ
理
由
か
ら
金
融
業
務
に
専
ら
従
事
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ジ
ブ
ズ
は
。
ヘ
ル
ー
・
グ
ワ
ノ
、
チ

リ
硝
石
等
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
商
社
で
あ
っ
た
が
「
汽
船
と
電
信

と
及
び
こ
の
両
者
の
結
果
と
し
て
の
競
争
は
、
次
第
に
手
数
料
を

と
る
商
人
８
日
目
の
の
］
・
ロ
日
の
円
冨
口
斤
切
の
廃
止
を
も
た
ら
し
た
。

蝿
、
蝿
蝋
粋
Ⅷ
い
げ
ｆ
ｎ
川
醐
辮
雑
坪
柵
澗
蝋
岬
蝋
襯
卿
轤
蝿
１
‐
噸
１
ｉ
獣
γ
蝿
潔
Ⅲ
Ⅶ
…
ｉ
釦
鮒
伽
淵
獺
瀞
ｊ
耐
徹
櫛
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ
鯛
楜
蝋
ｊ
瀞
搬
臘
繍
澗
蝋
！
…
Ⅱ
‐
；
‐
恥
細
川
綱
淵
靭
鮒
柵
川
棚
劇
鯛
襯
鯛
礪
辮
Ⅲ
い
》
姉
＃
帆
川
－
１
１
密
ｒ
魂
…
’

１

以
前
は
銅
、
樹
皮
、
錫
、
銀
、
羊
毛
、
グ
ワ
ノ
及
び
時
と
し
て
取
っ
て

扱
い
た
化
学
工
業
用
の
チ
リ
硝
石
か
ら
え
ら
れ
た
巨
額
の
手
数
料

は
徐
々
に
少
な
く
な
っ
て
ゆ
き
、
上
記
の
よ
う
な
原
料
生
産
物
の

取
扱
は
、
年
片
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
手
に
移
り
、
又
は
消
費
者
へ
直
接
販

売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
（
崖
。
Ｓ
具
９
９
の
陣
の
。
艮
巨
」
・
》

言
の
Ｈ
、
富
日
切
印
且
切
目
丙
の
Ｈ
の
□
・
筐
）
「
上
記
の
よ
う
な
商
業
取
引
様

式
の
変
化
の
た
め
、
南
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
取
引

だ
け
で
は
ロ
ン
ド
ン
店
（
ジ
プ
ズ
商
会
の
ｌ
訓
胴
巻
）
の
ス
タ

ッ
フ
に
仕
事
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
珈
態
に

対
処
す
る
た
め
、
金
融
の
分
叫
で
の
活
動
の
拡
張
が
は
か
ら
れ

た
。
」
（
上
掲
諜
三
十
二
頁
）

（
註
）
髄
偏
線
綱
の
建
設
が
商
業
お
よ
び
一
般
に
商
倣
の
取
引
方
法
に

与
え
た
影
轡
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
テ
ィ
ス
ト
、
ニ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

パ
ソ
カ
ー
ズ
・
マ
ガ
ジ
ー
ン
の
よ
う
な
雑
誌
の
中
に
数
多
く
の
言

及
が
あ
り
、
ま
た
一
九
世
紀
後
半
の
各
種
の
王
立
調
査
委
員
会

宛
。
温
］
○
・
日
目
、
、
】
○
口
の
報
告
及
び
証
言
録
の
中
で
も
力
説
強

調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
大
不
況
委
員
会
宛
○
百
一
Ｏ
Ｃ
Ｂ
日
汀
‐

②
５
口
Ｃ
ｐ
Ｄ
の
頁
の
⑰
の
一
○
口
。
〔
日
【
＆
の
ロ
ゴ
口
巨
已
巨
の
［
ご
・
岳
器
の

証
言
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
発
言
を
一
、
こ
し
め
し
て
お
く
こ
と

に
し
よ
う
。
「
…
…
電
償
の
利
用
の
発
展
か
ら
し
て
、
過
剰
供
給

二
七
四



稗
蕊
》
〉

を
よ
り
い
ち
じ
る
し
く
さ
せ
る
傾
向
が
発
生
し
た
。
（
商
品
の
ｌ

う
。
す
な
わ
ち
電
偲
と
汽
船
の
お
か
げ
で
在
凧
が
処
分
さ
れ
た
こ

引
用
者
）
各
種
の
流
通
系
路
、
冒
目
の
一
切
。
『
１
一
切
［
『
一
百
二
：

と
が
で
あ
る
。
ま
た
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
は
、
そ
の
当
座
は
、
…

に
お
い
て
、
小
売
業
者
か
ら
卸
売
業
者
等
に
い
た
る
ま
で
、
以
前

…
生
産
の
増
大
と
同
じ
効
果
を
も
っ
て
い
た
、
と
君
は
言
い
た

よ
り
小
な
い
在
庫
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
大
製
造
業
者
も
、
以

い
。
と
い
う
の
は
中
間
在
庫
が
消
費
者
に
一
度
に
お
し
つ
け
ら
れ

前
ほ
ど
は
、
手
許
に
在
庫
を
か
か
え
て
い
る
必
要
が
な
い
。
堀
信

士
か
ら
で
あ
る
…
…
」
（
向
く
ご
ｇ
８
ｚ
Ｐ
呂
冨
・
幻
○
百
一
Ｃ
○
日
，

の
た
め
、
商
人
又
は
卸
売
業
者
は
外
国
市
場
を
も
っ
と
ひ
ん
ぱ
ん

昌
一
肝
一
目
自
己
の
ご
『
の
閉
－
．
コ
）

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
又
汽
船
の
ス
ピ
ー
ド
と
数
が
ま
し

た
た
め
、
十
年
以
前
と
く
ら
べ
る
と
、
橘
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
短

四

い
時
間
内
に
、
注
文
を
執
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
在
叩
が
手
ロ
ン
ド
ン
進
出
以
後
の
ブ
ラ
ウ
ン
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
こ
の

称
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
時
間
が
象
じ
か
く
な
っ
た
の
で
、
邨
業
の
社
史
は
あ
ま
り
詳
細
に
取
扱
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
マ
ー
チ

不
安
定
性
が
へ
っ
た
。
そ
し
て
商
人
は
、
以
前
よ
り
少
な
い
資
本
ヤ
ン
ト
・
パ
ン
カ
ー
の
業
務
に
つ
き
も
の
の
秘
密
保
持
の
必
要
性

で
那
業
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
中
間
商
人
か
ら
し
て
、
年
代
の
比
較
的
新
ら
し
い
時
期
の
業
務
内
容
は
公
表

日
昌
一
の
己
の
。
を
排
除
し
、
流
通
コ
ス
ト
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
し
な
い
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
戸
ン
ド
ン
進
出
以
後
の
業
務

こ
と
が
で
ざ
る
。
」
（
囚
：
［
の
日
の
貝
ご
口
［
一
コ
ご
巨
云
の
爵
，
に
つ
い
て
は
、
た
だ
つ
ぎ
の
簡
単
な
絞
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

ロ
の
四
ａ
。
『
亀
・
Ｆ
Ｃ
日
ｇ
ａ
ｍ
（
・
・
肝
・
己
・
冒
夛
弓
の
己
一
ｘ
Ｃ
．
「
フ
ア
ウ
ン
ダ
ー
ス
・
コ
ー
ト
句
。
ロ
コ
ニ
Ｒ
ｍ
Ｏ
ｏ
目
【
（
シ
テ
ィ
の
地

×
罠
》
目
亘
己
宛
の
ｇ
１
・
［
巳
の
屍
。
］
ｍ
－
Ｏ
ｃ
ヨ
ョ
ー
脇
一
・
．
Ｃ
ｐ

Ｃ
の
ロ
『
の
⑩
の
一
○
口
。
｛
、
可
且
の
ロ
ロ
自
己
口
の
【
ご
）
「
鉄
道
と
髄
償
の
発
名
で
ブ
ラ
ウ
ン
。
シ
プ
レ
ー
の
本
店
所
在
地
Ｉ
引
用
者
）
で
の
業
務
は
、

展
の
お
か
げ
で
商
人
は
現
在
で
は
、
以
前
に
く
ら
べ
て
ご
く
少
し
こ
の
比
較
的
無
事
平
穏
な
時
代
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
兄
弟
商
会
（
在
米

の
窪
蝋
し
；
て
い
な
い
．
全
く
…
…
い
爾
人
も
参
ｌ
引
用
者
）
の
ア
メ
リ
カ
人
顧
客
へ
引
薑
用
を
授
与
す
る
こ

く
存
在
す
る
。
か
れ
ら
は
現
地
の
（
イ
ン
ド
の
Ｉ
引
用
者
）
商
人
と
に
大
体
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
業
務
の
真
に
重

の
勘
定
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
注
文
さ
れ
た
だ
け
の
盆
を
船
蔵
す
要
な
部
分
、
す
な
わ
ち
信
用
供
与
要
請
の
検
討
と
信
用
度
の
測
定

ろ
。
こ
れ
が
現
在
の
不
況
の
一
つ
の
噸
因
で
あ
る
、
と
私
は
恩
と
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
な
わ
れ
た
。
更
に
ブ
ラ
ウ
ン
兄
弟
商
会

■
８
コ
己
。
ｍ
三
℃
｝
昌
陣
Ｑ
）
。
・
国
：
。
［
シ
ロ
ゴ
の
ロ
日
『
①
目
す
の
⑩
Ｂ
ｑ
ａ
ｍ
『
◎
ミ
ロ
・
叩
昼
已
一
①
望
陣
ｏ
・
・
・
旨
の
『
ｇ
目
昌
皆
具
の
厨
（
西
村
）
二
七
五

◆
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は
長
期
償
の
発
行
を
ス
ポ
ン
サ
ー
し
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
分
野

で
も
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
は
代
理
店
（
プ
ー
フ
ウ
ン
兄
弟
商
会
の
ｌ

引
用
者
）
と
し
て
機
能
し
た
。
と
は
い
え
、
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ス
ョ

ー
ト
で
も
も
ち
ろ
ん
か
な
り
の
規
模
の
外
国
為
替
業
務
が
あ
り
、

又
あ
る
程
度
は
預
金
銀
行
業
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
」
（
一
二
一
一
頁
）

そ
し
て
純
粋
な
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
雫
ハ
ン
カ
ー
ヘ
の
転
身
は
、
当

然
に
も
金
融
業
務
の
営
業
方
針
の
変
更
を
必
然
的
と
し
た
。
金
融

業
務
が
商
業
の
副
業
と
し
て
い
と
な
ま
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
ブ

ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
は
次
の
二
つ
の
原
則
を
、
金
融
業
務
に
関
し

て
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
同
一
企
業
に
多
額
の
信
用
を
与
え
な

い
こ
と
（
危
険
の
分
散
の
た
め
）
企
業
の
大
小
や
資
力
よ
り
も
、
む

し
ろ
経
営
者
の
人
柄
を
融
資
決
定
の
さ
い
の
基
準
と
す
る
こ
と
、

が
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
「
商
工
業
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
時

と
し
て
は
、
個
々
の
取
引
の
規
模
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
な
り
、

一
社
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
バ
ン
カ
ー
で
は
そ
の
取
引
全
部
を
引
受

切
れ
な
く
な
っ
た
．
同
時
に
、
運
転
及
び
通
信
の
迅
速
化
Ｉ
鬮

縢
的
電
信
綴
綱
の
建
議
に
も
よ
る
ｌ
の
た
め
、
商
品
の
引
渡
し

が
よ
り
速
や
か
に
な
り
、
顧
客
の
真
の
必
要
に
こ
た
え
る
た
め
、

よ
り
弾
力
性
の
あ
る
態
度
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
ロ
○

六
頁
）

Ⅲ
Ⅳ
１
呵
詳
．
咄
・
・
卍
‐
１
－
．
‐
‐
・
ザ
ー
ｊ
弧
－
Ｗ
叩
咄
Ｊ
Ｉ
Ｍ
‐
・
‐
’
Ⅲ
》
咄
‐

Ⅱ
Ｉ
〆
加
ｆ
・
Ｉ
．
・

Ｐ

び

二
七
六

弐
蚕
ｂ
に
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
プ
レ
ー
は
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
旅
行
者
に
便
宜
を
与
え
る
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ス
ト
・
エ

ン
ド
に
旅
行
信
用
状
関
係
の
事
務
を
扱
か
う
支
店
を
も
う
け
た
。

五

以
上
で
ブ
ラ
ウ
ン
’
・
シ
プ
レ
ー
．
ア
ン
ド
・
カ
ム
パ
ニ
ー
の
社

史
「
冒
険
の
子
孫
西
の
〕
Ｒ
ａ
し
牙
の
ロ
芹
日
⑦
」
の
紹
介
を
終
る
が
、

本
書
の
中
で
も
っ
と
も
興
味
あ
る
部
分
は
、
何
と
い
っ
て
も
十
九

世
紀
中
葉
の
商
業
取
引
方
法
の
変
化
を
扱
っ
た
部
分
で
あ
る
。
鉄

道
網
、
電
信
線
網
の
建
設
と
、
汽
船
に
よ
る
帆
船
の
代
置
、
ス
エ

ズ
運
河
の
建
設
と
い
っ
た
一
連
の
出
来
事
の
与
え
た
深
く
広
い
影

響
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
｜
こ
の
問
題
は
一
九
世
紀
後
半
の
新
聞
、
雑
誌
、
議
会
の
諸
委

員
会
の
報
告
及
び
証
言
録
、
諸
王
立
委
員
会
の
報
告
及
び
証
言
録

に
は
く
り
か
え
し
言
及
さ
れ
て
い
る
。
交
通
、
通
信
の
こ
の
革
命

的
変
革
の
直
接
の
結
果
は
、
資
本
の
流
通
時
間
の
大
巾
短
縮
で
あ

り
、
流
通
時
間
の
短
縮
は
一
方
で
は
物
価
の
下
落
の
一
動
因
と
な

り
、
他
方
で
は
、
か
の
七
○
年
代
以
後
の
大
不
況
期
の
資
金
過
剰

ご
｝
の
ｇ
Ｃ
３
ｏ
冷
目
Ｃ
ｐ
ｇ
の
原
因
で
も
あ
る
。
そ
の
限
り
、
運
輸
、

通
信
の
発
展
が
及
ぼ
し
た
革
命
的
な
影
響
の
理
解
な
し
に
は
、
十

九
世
紀
後
半
の
経
済
史
は
論
じ
ら
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ｉ
剛
…
三


